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半
世
紀
以
上
に
及
ぶ
日
本

の
少
子
化
傾
向
に
伴
う
多
く

の
課
題
へ
の
対
策
は
、
本
邦

の
長
年
に
わ
た
る
優
先
課
題

で
あ
っ
た
。
国
民
の
教
育
・

健
康
レ
ベ
ル
、
乳
幼
児
死
亡

率
な
ど
の
指
標
に
お
い
て
、

日
本
は
世
界
的
に
優
れ
た
実

績
を
維
持
し
て
い
る
が
、
一

方
で
、
人
口
減
少
・
少
子
高

齢
化
に
伴
う
社
会
構
造
・
人

口
構
造
変
化
へ
の
対
応
は
、

重
要
な
優
先
事
項
と
な
っ
て

い
る
。

　
日
本
の
現
在
の
合
計
特
殊

出
生
率
１
・
26
は
世
界
最
低

水
準
で
あ
り
、
総
人
口
を
均

衡
維
持
す
る
た
め
に
必
要
な

人
口
置
換
率
２
・
07
を
は
る

か
に
下
回
っ
て
い
る
。
男
女

の
平
均
婚
姻
年
齢
の
上
昇

（
男
性
31
・
１
歳
、
女
性
29

・
４
歳
）
、
女
性
の
初
産
年

齢
の
上
昇
（
32
歳
）
、
生
涯

未
婚
率
の
上
昇
、
移
民
へ
の

消
極
性
、
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー

や
同
性
婚
へ
の
文
化
的
抵

抗
、
女
性
の
社
会
進
出
な

ど
、
日
本
特
有
の
さ
ま
ざ
ま

な
社
会
的
傾
向
は
、
い
ず
れ

も
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化

に
歯
止
め
を
か
け
る
こ
と
を

困
難
に
し
て
い
る
。

　
政
府
は
、
出
産
・
不
妊
に

伴
う
経
済
的
負
担
に
対
し
て

さ
ま
ざ
ま
な
追
加
支
援
を
奨

励
し
、
本
邦
の
出
生
率
改
善

を
優
先
課
題
と
し
て
き
た
。

し
か
し
、
多
く
の
課
題
は
い

ま
だ
解
決
さ
れ
て
お
ら
ず
、

妊
婦
検
診
も
合
併
症
を
伴
わ

な
い
正
常
分
娩
も
、
自
治
体

に
よ
る
支
援
の
み
で
国
民
健

康
保
険
で
は
支
払
い
対
象
に

は
な
っ
て
い
な
い
。
そ
の
後

の
育
児
に
対
す
る
政
府
の
支

援
も
十
分
と
は
い
え
な
い
状

況
が
続
い
て
い
る
。

　
妊
娠
を
希
望
す
る
出
産
適

齢
期
の
日
本
人
女
性
の
約
12

％
に
、
妊
娠
の
た
め
の
医
療

支
援
が
必
要
と
推
定
さ
れ
て

い
る
。
現
在
、
妊
娠
希
望
年

齢
の
高
年
齢
化
に
伴
う
不
妊

の
た
め
、
不
妊
治
療
は
30
代

後
半
の
女
性
が
ピ
ー
ク
に
な

っ
て
い
る
が
、
不
妊
治
療
に

よ
る
出
生
児
数
は
増
加
の
一

途
を
た
ど
っ
て
い
る
。

　
少
子
化
問
題
に
対
し
、
す

で
に
い
く
つ
か
の
積
極
的
対

策
が
と
ら
れ
て
い
る
。
２
０

２
２
年
、
不
妊
治
療
に
特
化

し
た
六
つ
の
新
し
い
手
術
コ

ー
ド
（
Ｋ
コ
ー
ド
）
が
健
康

保
険
適
用
と
な
っ
た
。
体
外

受
精
（
Ｉ
Ｖ
Ｆ
）
、
顕
微
授

精
（
Ｉ
Ｃ
Ｓ
Ｉ
）
、
精
巣
内

精
子
採
取
、
胚
培
養
・
移
植

・
凍
結
な
ど
で
あ
る
。
日
本

で
は
、
公
的
医
療
制
度
に
承

認
さ
れ
た
医
療
行
為
に
連
動

し
て
保
険
会
社
の
支
払
基
準

が
決
定
さ
れ
る
た
め
、
保
険

適
用
を
意
味
す
る
医
療
コ
ー

ド
の
割
り
当
て
は
重
要
と
な

る
。
今
回
、
不
妊
治
療
に
対

す
る
外
科
的
治
療
が
保
険
適

用
と
な
っ
た
が
、
妊
婦
検
診

に
お
け
る
超
音
波
検
査
・
遺

伝
子
検
査
な
ど
の
妊
婦
・
胎

児
に
関
す
る
検
査
に
対
し
て

は
、
自
治
体
か
ら
一
部
補
助

が
あ
る
の
み
で
、
妊
娠
中
の

検
査
は
基
本
的
に
自
己
負
担

と
な
っ
て
い
る
。

　
今
後
数
年
の
う
ち
に
、
保

険
適
用
範
囲
は
さ
ら
に
拡
大

さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
26

年
に
は
、
合
併
症
の
無
い

「
正
常
分
娩
」
を
公
的
医
療

保
険
で
支
払
可
能
と
す
る
方

向
で
議
論
が
始
ま
っ
て
い

る
。
合
併
症
を
伴
わ
な
い

「
正
常
分
娩
」
の
割
合
は
、

20
代
前
半
で
は
79
％
に
及
ぶ

の
に
対
し
、
40
代
前
半
で
は

半
数
に
過
ぎ
ず
、
年
齢
と
と

も
に
低
下
す
る
。
そ
の
た

め
、
正
常
分
娩
の
保
険
適
用

は
、
分
娩
数
の
多
い
若
年
層

ほ
ど
影
響
が
大
き
く
、
高
齢

出
産
例
で
は
限
定
的
な
影
響

と
な
る
。
正
常
分
娩
の
保
険

適
用
化
に
伴
う
全
分
娩
に
対

す
る
支
払
件
数
は
、
現
状
の

「
異
常
分
娩
」
の
み
を
対
象

と
し
た
支
払
件
数
に
比
べ
、

３
倍
以
上
に
増
加
す
る
。

保
険
の
問
題

　
最
近
の
不
妊
治
療
技
術
の

進
歩
は
、
不
妊
に
悩
む
人
々

に
多
く
の
希
望
を
与
え
て
い

る
。
正
確
な
診
断
法
の
確
立

か
ら
高
度
な
治
療
法
開
発
に

至
る
ま
で
、
不
妊
症
の
複
雑

な
病
態
解
明
が
、
治
療
成
績

向
上
に
貢
献
し
て
い
る
。
こ

れ
ら
の
先
進
技
術
の
普
及

は
、
妊
娠
・
出
産
の
可
能
年

齢
を
高
齢
ま
で
拡
大
す
る
か

も
し
れ
な
い
。
保
険
会
社

は
、
こ
の
よ
う
な
改
善
に
伴

う
不
妊
治
療
の
対
象
年
齢
の

変
化
と
と
も
に
、
第
２
子
・

第
３
子
へ
の
不
妊
治
療
の
拡

大
も
考
慮
し
、
女
性
全
体
に

お
け
る
保
険
料
の
妥
当
性
を

注
意
深
く
検
討
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
。

　
保
険
会
社
に
お
け
る
も
う

一
つ
の
課
題
は
、
支
払
管
理

で
あ
ろ
う
。
他
の
医
療
行
為

と
は
異
な
り
、
不
妊
治
療
で

は
複
数
の
連
続
し
た
医
療
行

為
が
一
連
で
施
行
さ
れ
る
。

現
在
、
こ
れ
ら
の
一
連
の
治

療
は
個
別
に
請
求
可
能
な
た

め
、
短
期
間
に
複
数
の
支
払

が
連
続
し
て
発
生
す
る
。
保

険
会
社
に
と
っ
て
は
、
健
康

保
険
に
連
動
し
た
支
払
査
定

・
支
払
管
理
・
約
款
規
定
な

ど
も
検
討
課
題
と
な
る
可
能

性
が
あ
る
。

　
不
妊
治
療
件
数
は
30
代
後

半
に
な
る
に
つ
れ
て
増
加
す

る
の
に
対
し
、
正
常
分
娩
の

保
険
適
用
化
は
若
年
層
に
大

き
く
影
響
を
与
え
る
。
そ
の

結
果
、
不
妊
治
療
と
正
常
分

娩
の
支
払
を
併
せ
れ
ば
、
妊

娠
・
出
産
関
連
費
用
を
補
償

す
る
医
療
保
険
へ
の
影
響

は
、
妊
孕
（
に
ん
よ
う
）
世

代
全
体
に
及
ぶ
こ
と
に
な

る
。
保
険
会
社
は
妊
孕
世
代

女
性
の
支
払
請
求
増
加
に
備

え
、
社
会
的
要
請
を
考
慮
に

入
れ
た
補
償
内
容
の
検
討
を

行
い
、
適
切
な
保
険
料
を
模

索
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
ま
た
、
妊
孕
世
代
の
全
て

の
女
性
、
特
に
妊
娠
を
希
望

す
る
30
代
後
半
か
ら
40
代
前

半
の
女
性
に
対
す
る
出
産
前

・
出
産
・
育
児
ケ
ア
に
つ
い

て
も
、
支
援
の
強
化
は
不
可

欠
と
な
る
。
こ
れ
ら
の
費
用

は
、
生
殖
医
療
の
選
択
に
重

要
な
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
。
保

険
会
社
に
と
っ
て
は
、
人
口

動
態
や
社
会
的
要
請
の
変
化

に
対
応
し
た
需
要
を
検
討

し
、
妊
孕
世
代
の
要
望
を
満

た
す
商
品
開
発
が
、
家
庭
を

築
こ
う
と
す
る
顧
客
を
支
援

す
る
上
で
極
め
て
重
要
に
な

る
。

　
政
府
・
自
治
体
・
雇
用
主

は
、
柔
軟
な
勤
務
形
態
、
保

育
施
設
の
改
善
、
重
点
的
な

助
成
金
な
ど
、
子
ど
も
の
い

る
家
庭
に
優
し
い
支
援
策
を

提
供
す
る
こ
と
が
可
能
だ
。

こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
、
少
子

化
対
策
と
し
て
の
包
括
的
な

取
り
組
み
に
な
る
。
保
険
会

社
は
、
企
業
指
針
や
商
品
開

発
努
力
を
進
化
す
る
社
会
需

要
と
す
り
合
わ
せ
、
国
全
体

の
出
生
率
向
上
と
い
う
、
よ

り
広
い
視
野
で
の
社
会
貢
献

を
検
討
課
題
に
設
定
す
る
必

要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

ま
と
め

　
日
本
の
人
口
減
少
傾
向
を

逆
転
さ
せ
る
に
は
、
個
々
の

課
題
の
調
整
だ
け
で
は
不
十

分
で
あ
る
。
不
妊
治
療
、
妊

産
婦
ケ
ア
、
出
産
ケ
ア
の
拡

充
や
経
済
支
援
対
応
に
お
い

て
、
保
険
会
社
が
果
た
す
役

割
は
極
め
て
重
要
で
あ
り
、

協
調
的
か
つ
多
角
的
な
ア
プ

ロ
ー
チ
が
必
要
と
な
る
。
社

会
規
範
の
進
化
に
よ
り
不
妊

治
療
が
普
及
す
る
に
つ
れ
、

保
険
会
社
は
変
化
す
る
顧
客

の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
出
生
率
の
動

向
、
医
療
技
術
の
進
歩
、
公

的
保
険
の
適
用
範
囲
拡
大
な

ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
複
雑
な
情

勢
変
化
に
適
切
に
順
応
で
き

れ
ば
、
日
本
は
よ
り
持
続
可

能
な
人
口
動
態
の
未
来
へ
と

向
か
う
だ
ろ
う
。

◇

　【
長
岡
司
氏
の
プ
ロ
フ
ィ

ル
】
東
京
医
科
歯
科
大
学
医

学
部
を
卒
業
後
、
脳
神
経
外

科
専
門
医
と
し
て
国
内
外
で

臨
床
お
よ
び
臨
床
研
究
に
携

わ
り
、
医
学
博
士
号
を
取

得
。
脳
血
管
障
害
・
頭
部
外

傷
な
ど
の
超
急
性
期
の
救
急

医
療
に
精
力
的
に
取
り
組

み
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
を
用
い
た
脳
機

能
研
究
や
、
脳
梗
塞
な
ど
の

超
急
性
期
診
断
・
治
療
の
臨

床
研
究
に
従
事
。
臨
床
医
学

お
よ
び
保
険
医
学
に
お
い
て

30
年
を
超
え
る
経
験
を
有

し
、
２
０
１
６
年
に
Ｒ
Ｇ
Ａ

に
入
社
。
現
在
は
、
医
学
的

専
門
性
に
基
づ
き
最
新
の
医

療
動
向
の
分
析
を
含
む
臨
床

研
究
も
精
力
的
に
行
い
、
セ

ミ
ナ
ー
活
動
等
を
通
じ
て
保

険
業
界
に
厚
く
貢
献
。

　【
落
合
詩
織
氏
の
プ
ロ
フ

ィ
ル
】
島
根
大
学
医
学
部
卒

業
。
基
幹
病
院
に
お
い
て
膠

原
病
領
域
を
中
心
に
内
科
医

と
し
て
勤
務
し
、
内
科
認
定

医
を
取
得
。
２
０
１
８
年
に

Ｒ
Ｇ
Ａ
に
入
社
。
現
在
、
副

医
長
を
務
め
、
再
保
険
ビ
ジ

ネ
ス
の
引
受
・
支
払
査
定
に

お
い
て
医
学
的
知
識
を
提

供
。
ま
た
、
主
に
内
科
疾
患

や
女
性
疾
病
領
域
で
の
商
品

開
発
の
取
り
組
み
を
支
援

し
、
セ
ミ
ナ
ー
等
で
講
演
を

実
施
し
て
い
る
。

アラウンド・ザ・ワールド

第95回

不
妊
・
周
産
期
医
療
の
支
援
と
課
題

長岡氏

　
ア
ラ
ウ
ン
ド
・
ザ
・
ワ
ー
ル
ド
Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
２
の
95
回

目
は
、
少
子
化
を
め
ぐ
る
課
題
と
健
康
保
険
適
応
化
の

影
響
を
考
察
す
る
。
新
技
術
や
不
妊
治
療
が
発
展
す
る

中
、
保
険
業
界
が
果
た
す
べ
き
役
割
は
。

（
Ｒ
Ｇ
Ａ
再
保
険
会
社
提
供
）

Ｒ
Ｇ
Ａ
リ
イ
ン
シ
ュ
ア
ラ
ン
ス
カ
ン
パ
ニ
ー
日
本
支
店

副
医
長

落
合
　
詩
織

執筆者
Ｒ
Ｇ
Ａ
リ
イ
ン
シ
ュ
ア
ラ
ン
ス
カ
ン
パ
ニ
ー
日
本
支
店

医
務
部
長

長
岡
　
　
司

落合氏

少
子
化
対
策
が
保
険
に
及
ぼ
す
影
響


